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特定計画に基づく野生鳥獣の保護・管理の基本

生息環境
管理

被害防除
対策

【野生鳥獣の保護・管理のための基本的な施策】

３つの施策の組合せにより保護・管理を推進する

特定計画

個体群
管理



ニホンザルの個体群管理、生息環境管理、被害防除対策

【ニホンザルの場合】 【個体群管理】
特定の加害群の管理
• 群れ捕獲
• 部分捕獲
• 選択捕獲

【生息環境管理】
• 集落環境管理

• 奥山の生息環境
管理

【被害防除対策】
• 追い払い
• 防護柵 など

生息環境
管理

被害防除
対策

個体群
管理



計画的な管理の必要性
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特定計画を策定するメリット

 計画的な管理の目的、目標、必要性を説明することで、多様
な関係者（都府県内部、議会、市町村、住民、自然保護団体、
利害関係者など）の合意形成を図りやすい。

 一定の計画期間（原則5年）を持つ計画であるため、管理の
継続性が担保される。

 市町村と対策の連携を図ることで、対策の実効性が上がる。

 効果的・効率的な被害軽減につながる。

 地域個体群の保全が担保される。

 鳥獣被害防止特措法（鳥獣被害防止管理計画）、文化財保護
法（天然記念物に地域指定されている場合）、外来生物法
（外来霊長類が生息する場合）との法的な整合性が取りやす
い。



 ニホンザルは基本的に群れで行動する

 群れごとに個体数（群れサイズ）や加害の程度（加害レベ
ル）など特性が異なる

 加害する群れを特定し、群れの生息状況や加害レベルなど
を把握した上で、群れごとに管理方針を決定して管理する
群れ管理が基本

 不特定の個体数管理や密度管理ではない

計画的な管理を行うために

まずは群れの生息状況などの現況の把握が必要



群れの生息状況の把握程度のセルフチェック

ステップに応じ
て必要な調査を
実施し、情報を
把握

計画の策定
管理施策の実行

評価



加害レベルの把握

群れ管理を行うためには
群れの加害程度（加害レ
ベル）を把握する必要が
ある

加害レベルの判定
・集落や農地への出没頻度
・出没時の群れの規模
・サルの人への反応
・集落への加害状況
・生活被害の程度

加害レベル別の群れの状況のイメージ

レベルに応じた適切な
対策を取って

加害レベルを下げる



加害レベルを下げる（＝被害を軽減する）ために

加害レベル低い
（０～１）

加害レベル中
（２～３程度）

加害レベル高い
（４～５）

被害防除対策（含む生息
環境管理）を中心に

被害防除対策（含む
生息環境管理） 組み合わせて

個体群管理（捕獲）

被害防除対策（含む
生息環境管理） 組み合わせて

個体群管理
（部分捕獲・群れ捕獲）



個体群管理（＝捕獲）

捕獲オプションを群れごとに選択

群れ捕獲：加害群の除去 →群れの分布、群れ数の管理

部分捕獲：群れの個体数を減らす

選択捕獲：悪質個体を識別して捕獲 群れサイズ、

加害個体の管理

●群れ管理が基本
特定の加害群の管理（≠不特定の個体数管理・密度管理）

加害レベル
群れサイズ（大きいor小さい）

個体群の状況（連続分布or孤立）
+

群れの存続が前提



被害防除対策・生息環境管理

追い払い
（組織的で徹底した）

まずは集落環境診断

被害防除対策

防護柵
（有効な柵の選択、

適切な設置、維持管理）

生息環境管理

集落環境管理

長期的な課題として生息に適した環境の保全
（奥山の生息環境管理）

集落ぐるみの組織的な対策が効果的



生息環境
管理

集落環境管理

奥山の生息環
境管理

モニタリングに基づくフィードバック管理の必要性

被害防除
対策
追い払い
防護柵など

特定計画

モニタリング

再検討

対策・計画の
見直し

フィードバック管理

個体群
管理
群れ捕獲
部分捕獲
選択捕獲



実行体制の必要性

フィードバック管理（PDCAサイクル）
を行うためには実行体制が必要

実行体制は都府県、市町村、地域や住民の
それぞれに必要

体制を担う人材や組織、予算が必要

各主体（都府県、市町村、地域や住民）の
役割分担と連携が必要



群れの現況を把握した上で、目的・目標を明確に
して実施する「計画的な群れの管理（捕獲）」が
不十分である。

一方で、ガイドラインの記載どおりに実施するこ
とが難しい、と一部行政担当者からの声もある。

→予算、体制などの不足？
→計画的な管理の考え方、進め方、効果に対する理解が不十分？

管理を進める上での課題

課題の解決に向けた具体的な管理の進め方を、事
例を交えて、次の鈴木氏の講義で紹介します


